（様式Ｂ）
障害馬術公認競技会審判長報告書
 平成　　　　　年　　　　　月　　　　日 　
社団法人日本馬術連盟　障害馬術本部長　　殿





氏名：





印
連絡先（携帯）：

　


　

　
公認競技会の審判長としての任務を終了したので下記の通り報告します。
記
　１．大会名

：










　２．競技会カテゴリー  
：

★★★　　・　　　★★　　　・　　　★　

　　　　　
 

　３．認定種目実施日数
：（　　　　　　　　　　　日間)　　　　　　年　　　月　　　日　　～　　　月　　　日
　
　４．会場名

：









　５．競技会詳細（公認競技種目、グレード（大障害・中障害A/B/C/D）、役員氏名をご記入ください）：
	競技№
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	グレード
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員P
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員J1
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員J2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員J3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	水濠J
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	競技№
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	グレード
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員P
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員J1
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員J2
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	審判員J3
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　

	水濠J
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　
	　


　6．チェック項目：

	共通事項
	Ｙｅｓ
	Ｎｏ
	　
	Ｙｅｓ
	Ｎｏ

	1
	審判団は競技打合せ会に出席したか
	　
	　
	15
	乗用車の駐車は整理されていたか
	　
	　

	2
	主催者（組織委員会メンバー）との意思の疎通は円滑であったか
	　
	　
	16
	馬運車の駐車場は確保されていたか
	　
	　

	3
	スチュワードは配置されていたか
	　
	　
	17
	標旗（記号、旗、番号）は正しく設置されていたか
	　
	　

	4
	スチュワードは準備運動場にも配置されていたか
	　
	　
	18
	競技成績を各報道機関にFAX等をしたか
	　
	　

	5
	競技役員は適正に役割を果たしていたか
	　
	　
	19
	ホースインスペクションは行ったか
	　
	　

	6
	認定種目はJEF規程に合致していたか
	　
	　
	20
	ドーピング検査を行ったか
	　
	　

	7
	競技成績記録はJEF様式であったか
	　
	　
	21
	人馬の救護体制は整っていたか
	　
	　

	8
	選手・馬匹の登録番号に誤りのないことを、主催者に確認したか
	　
	　
	22
	コースデザイナーは競技会打合せに出席したか
	　
	　

	9
	施設は申請通りであったか
	　
	　
	23
	コースデザイナーは公正に任務を行ったか
	　
	　

	10
	厩舎地区の安全管理体制は十分であったか
	　
	　
	24
	コースの高さ、幅はプラン通りだったか
	　
	　

	11
	厩舎警備は行ったか
	　
	　
	25
	コースデザイナーと組織委員等との意思の疎通は適切であったか
	　
	　

	12
	馬場の状態は良好であったか
	　
	　
	26
	セイフティーカップは使用していたか
	　
	　

	13
	準備運動場は支障をきたさなかったか
	　
	　
	27
	水濠障害の着地板は粘土方式であったか
	　
	　

	14
	審判席は相応しいものであったか
	　
	　
	28
	飼育奨励金総額　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円）

	
	
	
	
	29
	自動計測器（1/100秒）による測定と掲示をしていたか
	　
	　


７.　役員編成（以下、氏名をご記入ください）

７．１
審判団について

　　　　

審判長氏名


：






　　　　

審判員メンバー（全員の氏名）
：





（　　級審判員）　



（　　級審判員）　






（　　級審判員）　



（　　級審判員）　





（　　級審判員）　



（　　級審判員）　

７．２
上訴委員会について

　　　　

上訴委員長氏名


：






　　　　

上訴委員メンバー氏名

：







７．３
コースデザイナー氏名（アシスタントがいる場合は全員の氏名をご記入ください）：
　　　　

コースデザイナーは規定に則り公平に、又専門的に職務をこなしましたか？：　Yes　or　No


７．４
チーフスチュワード氏名

：








スチュワードメンバー氏名

：








バンテージコントロールは行いましたか？
：　
　Yes 　or　 No　



Yesの場合、どの競技で行いましたか？
：






７．５
メディカルサービスについて


医師は競技開催中待機していましたか？


：　Yes 　or　 No　


救急車またはそれに準ずる設備は整っていましたか？
：　Yes 　or　 No
８.　スケジュールとプログラム
　　　プログラムとスケジュールはJEFが承認したものと変更はありましたか？
：　Yes 　or　 No

　　　Yesの場合、下記に詳細にご記入ください。
９．厩舎地区

９．１
馬房について



馬房の広さは？



：

m ×

     m


全ての厩舎は同じ地域にありましたか？
：　Yes 　or　 No


Noの場合、下記に説明をご記入ください。

９．２
洗い場について

　　　

洗い場の広さは十分でしたか？

：　Yes 　or　 No


又、設備（水・湯など）に満足できましたか？：　Yes 　or　 No
　　　

Noを一つでも選択した場合、改善要望を下記に提案してください。


９．３
馬具置き場について

　　　　

スペースは十分満足出来るものでしたか？：　Yes 　or　 No
　　　　

Noの場合、改善提案を下記にご記入ください。

１０． 技術的要素

１０．１
競技場について


競技場について、フッティングは（砂・芝・それ以外）意見があれば下記にご記入ください。
　　　
練習馬場について、（砂・芝・それ以外）意見があれば下記にご記入ください。
　　
競技中にフッティングで何か問題が起こりましたか？（競技場・練習馬場）：　Yes 　or　 No　
　　　
Yesの場合、下記に説明をご記入ください。：

１０．２
障害物について
　　　　障害物の品質（種類・重さ・大きさ・横木の長さ・カップの大きさなど）はどうでしたか？：
　　　　また、セイフティーカップはどのメーカーのものでしたか？：





　　　　障害物について、何か意見があればご記入ください。：

１１． 総合観察（認定員としての総合的な意見をご記入ください）
	


１２． 事故


１２．１
馬の事故について詳しくご記入ください
	



１２．２
人の事故について詳しくご記入ください
	


　１３．ライダーズレポート
　この項目は競技会に参加したライダーの代表者1名に質問していただき、審判長が直接ご記入ください。今後の競技運営の参考資料とさせていただきます。

１３．１
聴取したライダー名
：







１３．２
競技の運営について


競技会の進行について何か気づいた点はありますか？
：
Yes　 or 　No


Yesの場合、お気づきの点を下記にご記入ください。
：

１３．３
準備運動場での運動について

　　
準備運動場の利用状況でお気づきになった点はありますか？
：
Yes　 or 　No

Yesの場合、お気づきの点を下記にご記入ください。

：


１３．４
厩舎地区について



馬房の広さについて十分でしたか？

：
Yes　 or 　No

　　　　

Noの場合、下記にご意見をご記入ください。

：



洗い場施設は十分満足できるものでしたか？
：
Yes　 or 　No

　　　　

Noの場合、下記にご意見をご記入ください。

：



馬具庫のスペースは十分満足できるものでしたか？
：
Yes　 or 　No

　　　　

Noの場合、下記にご意見をご記入ください。

：


１３．５
獣医師及び装蹄師は配置されていましたか？
：
Yes 　or　 No


１３．６
競技会全般について感想及び提言をご記入ください。
	


	障害馬術

本部長

確認欄
	障害馬術

審判部長

確認欄
	障害馬術

競技委員長確認欄

	
	
	


審判長派遣経費 請求書
社団法人 日本馬術連盟会長　殿

平成　　　　　年　　　　　月　　　　日 　

氏名：





印
連絡先（携帯）：

　


　

公認競技会の審判長としての任務を終了し、報告書と提出したので、下記の通り派遣経費を請求します。


派遣経費請求金額：

稼動日数

日　×　10,000円
＝計


円

派遣費振込先口座：

銀行・支店名


：


銀行


本　・　支店


預金種別・口座番号

：

普通　・　当座　・　その他（　　　　　　）　　















口座名義（カナ）

：




【個人口座のみ】　









2

